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營
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到
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到
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に
よ
る
か
の
解
決
は
®
:j

の
勢
*
に

求
め
得
べ
P 

に
非
す
‘し
て
多
數
因
果
關
係
の
合
致
に
存
す
る
の
で
あ 

る
。
.第一

に
、
從
來
の
多
く
：の
學
考
が
批
難
せ
る
所
に 

反
し
、
ス
コ

ッ

ト

の

硏

^
に

よ

れ

ば

、

此
株
式
會
社
姐
 

織
は
火
體
に
''於
て

其
1

P、
商

人

の

有

する

ft
ポ
に
適

商
人
の
資
金
の
み
に
制
限
し
た
。
從
て
»
本
の
極
：め
て 

乏
し
か
b
し
此
時
代
に
、
何
等
か
の
方
法
に
ょ
り
商
人 

に
あ
ら
ざ
る
者
の
富
の
利
用
さ
れ
得
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば 

有
效
に
働
く
可
き
資
金
も
空
し
く
死
藏
さ
れ
終
る
0
で 

あ
つ
た
。
パ
I

ト
ナ
ア
シ
ッ
ブ
の
組
織
は
從
來
ょ
り
旣 

に
知
ら
れ
た
る
も
、此
變
化
せ
る
鄯
愦
の
下
^
於
て
は
、
 

ノ
大
資
本
の
投
資
せ
ら
る
る
を
必
要
ど
す
る
に
到
ぅ
、
获 

.

.に

.旭
員
は
他
の
承
1,
を
受
く
る
こ
^

な

く

し

て

#
-
ほ

の 

持
分
を
賣
郑
し
#

る
の
權
利
あ
る
一
種
の
組
織
の
存
在 

す
る
こyj

、

な
つ
た
。

大
な
る
パ
—

ナ̂
ア
、
シ
ッ
。フ
ど
小
な
る
會

}T
i
l
:V
Jの 

間
に
は
、
後
者
に
於
て
社
_
が
他
の
關
係
社
員
の
同
意

^
^
.準
^
占

^

民̂
占
ー
^
召
^
ソ̂
を
打
版
す
る
め
何
向
一
...を
受
く
る
こ
ビ
な
く
し
て
4[
:、企
業
に
，̂
け
る
自
己
の
专 

を
有
レ
た
の
で
ぁ
る
？
外
[1
贸
爲
に
ニ
：大
發
展
の
興
ら 

' 
株
の
；一
部
又
は
全
部
を
處
分
し
得
る
の|

事
を
除
き
て 

ん
ビ
せ
る
十
六
世
«
中
葉
に
於
て
、；商
品
取
別
に
砮
熟
ば
何
等
確
た
る
分
界
^
劃
し
#
な
い
。
斯
く
て
英
國
に 

せ
る
人
々
に
の
み
、
制
规
會
耻
為

1
!
1
|
6
0
0
3

で
§
7

:
於
て
は
極
め
て
塔
く
、
+,
六
世
紀
に
於
て
も
、
持
株
は 

の
11
:
員
權
を
隈
定
す
る
/の
.慣
：.習
ー
は
> 
此
新
路
を
之
等
の
，
甚
だ
し
く
自
由
に
賢
買
せ
ら
れ
、
殊
r:
第
十
ヒ
北
紀
に

b
I
I

入
り
て
は
東
印
度
會
|1
:
創
立
後
、
.
斯
る
取
引
は
頻
繁
ご 

な
つ
扣
。
大
多
數
の
S
合
、
取
引
は
常
if
f

蕃
間
の
税
的 

交
涉
に
ょ
つ
て
行
は
れ
、
#

社
は
贸
入
れ
た
る
0
格
を 

記
す
こ
ど
な
く
移
轉
を
記
錄
し
た
o
時
に
8[
:
員
は
種
 々

0
理
位
の
72
め
に
、
自
己
の
揭
救
を
此
方
法
に
て
賣
却 

:1
>
秦

ざ

る

か

又

は

希

望

し

な

い

こ

ビ

が

あ

る

;0
其
傲
合 

に

競

賣

所court 

o
f 

s
a
l
e
s

は

其
實
行
の
た
，め
の
機
關

ビ
な
る
。
^
印
度
の
商
品
販
賣
に
て
小
蠘
觸
を
然
し
て 

な

す

パInch 

o
f

 c
a
n
d
l
e

ミ
競
« <
に
傚
つ
て
へ

が
手
離
さ
ん
V
J'.
t

る
株
式
ば
同
方
法
に
て
堤
供
せ
ら
、

.

.

. 

.

.

. 

.

た
。
此
方
法
は
、
競
寶
所
に
貨
物
を
勝
入
せ
ん
ミ
す
る 

者

，の
會
す
る
を
以
て
、
之
等
の
罾

#

に
對
し
，.一
般
的
市

'5

~
x'l
.-t
y
<
--.-
a
y
*

<=
-
..■
l
-
.
:*
U
M
^
-
l
.
l
I
.
f
.
-
-
-

-a
J
J
.
,
~
i
n
B
y
J
a
"
w
^

<g
i
.::

な
く
入
1|
*
金
も
亦
、
其
額
、
高
か
ら
す
し
て
益
々
成
少 

せ
ら
れ
た
。
十
七
世
紀
後
半
に
は
株
式
賣
質
は
益
々
其 

数
を
增
し
遂
に
株
式
目
錄
の
.印
刷
せ
ら
る
る
程
e
な
つ 

た
。實
に
、
ウ
ィ
プ
ア
ム
三
世
治
泄
の
初
®
に「

選
擇
權
附 

寶
真
0
弱
氣
a

、
强
氣
先
M
L°
の
如
き
は
完
全
に
知
ら 

れ
、
郞
、.
十
七
世
紀
終
末
以
前
に
於
で
、
諸
彘
社
の
株 

式
、'
持
分
に
つ
い
て
、
公
開
的
、
に
し
て
組
織
の
發
®
 

せ
る
市
場
が
ロ 

\

ド
ン
に
存
在
し
た
の
で
め
る0

(

く
。J,

I 

p
,
4
4
2
-
^
p
.

 

161.)

':
:
株
式
會
社
が
制
規
會
社
ど
異
る
は
®
に
持
株
賣
質
の_ 

自
由
の
權
の
み
に
ょ
ら
ヂ
し
て
株
式
會
社
は
其
發
生
の 

11
#
代
に
於
て
も
、
極
：め
て
，犬
な
る
非
商
業
的
資
本
を
所

•

;
へ

.

、

-

J 

-

■
含

！

=

:
:賴
B

に
が
て
も
-

極
.め
て
火
な
る
非
商
業
的
資
本
を
所

®

の
I

I

示
す
も
？

し
て
興
味
ぁ

る

こ

考

ぁ

I:

有
し
た
。
會
S

目

的

？

る

5

の

賊

業

或

は

I

る
。
多
く
の
場
合
、
競
賣
に
ょ
る
株
式
贊
者
は
、
私
，
:
似
の
業
に
習
熟
せ
る
商
人
の
み
ょ
り
成
る
も
の
ビ
，
純 

的
賣
買
ぼ
る
勝
買
f

同
じ
く
、

f

 

l

の
：入

バ

商
人
に
加
ふ
る
に
、
他
の
商
業
S

S

S

文

々

。 

畆
金
を
支
拂
ひ
て
贊
ビ
な
る
。
株
式
會
社
に
於
て
は
或H

業
f

退
け
る
者
。
鎔
紳
及
其
他
を
抱
含
す
る
も 

制
規
食
#

に

於

け

る

が

如
'入

社

寒

の

如

き

も

の
f

此
ニ
個
の
蠢
を
比
較
せ
.ば
、
前
者
が
後
者
.に
優

第

十

七

卷(

一
四
一

〕

雜

錄

近

世

前

期

の

英

國

株
f

社
に
對
す
名
ス
づ

2V

ト

の

觀

察
5

鬼

一

四

一

S



浓
卞
七
怨

四
ニ)

錄
近
世
初
期
の
英
瞬
撒
成
會

社
！！

對
す
ゐ
ス
ゴ

-
Vト
の
觀
綠

第
一
雜

四
—

る
べ
し
ど
の
結
論
は
：

4

般
的
純
遡
の
上
に
於
て
も
認
め 

ら
れ
る
。技
術
的
熟
練
"並
に
縱
驗
も
大
體
に
於
て
前
者 

,
即
：制
规
會
)]
1
1
:に
於
て
優
れ
る
^
、

ー
 

五
尨
三
年
よ
分
一 

七
ニ
0

华
に
到
る
ま
で
に
事
實
’

株
式
畲
耻
は
膠
し
く
 

發
展
し
制
规
會
祉
は
其
地
位
を
維
持
し
得
な
か
0

た
0 

外
闕
®

易
或
は
植
民
地
開
拓
に
は
、
商
人
の
特
種
的 

知
-識
以
上
の
多
く
の
も
の
を
必
要V

J

す
る
。加
ふ
る
に
、
 

或
秫
の
開
拓
者
の
想
像
並
に
双
ね
家
の
外
交
を
必
要
ど 

し
"

又
私
®

船
の
胃
險
に
は
、
投
資
者
が
相
當
な
る
利 

益
を
得
ん
に
は
極
め
て
大
な
る
危
險
に
遭
遇
す
ベ
き
が 

故
に
、
投
資
激
の
特
殊
の
资
質
を
必
双
ビ
す
る
。
斯
く 

て
株
式
會
I t

に
よ
る

强
カ
な
#

g

業
的
耍
素
の
參
加
を 

是
認
す
る
は
、
啦
に
資
本
の
供
給
を
增
加
す
る
に
有
利 

な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
紺
織
を
强
大
な
ら
し
む
る
に
：便 

で
' *

る
。
此
點
よ
り
見
れ
ば
、
其
强
植
は
貿
易
f

c
實
際 

從
事
せ
ざ
る
資
本
象
を
加
入
せ
し
む
る
i
こ
S

の
み
に
存

:
B
結
に
存
.す
る
の
で
あ
る
：
或
制
規
會
社
に
見
る
短
見
、
 

並
に
.無
智
に
反
し
て
、
贸
勒
商
の
特
殊
、
堪
問
的
知
識 

€
爲
政
家
の
廣
き
識
見
く
の
結
合
の
功
果
は
ょ
り
大
で 

あ
る
。
此
良
結
果
は
少
な
か
ら
ず
、
英
國
に
於
け
る
諸 

階
級
の
關
係
、
即
異
れ
る
社
#
階
級
の
人
々
が
最
少
の 

軋
蝶
を
以
て
協
同
し
俱
に
：不
屈
の
精
神
を
以
て
苦
類
に 

»)
え
得
た
る
に
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
其
他
、
株
式
會
II 

が
、
制
規
會
社
に
優
り
在
外
代
埋
人
監
督
上
に
豫
期
せ 

ざ
る
利
益
を
有
し
て
居
た
。(ibid, 

443-4
〕

'胱
に
擧
げ
ら
れ
た
る
諸
原
因
は
何
故
株
式
會
社
組
織 

が
商
業
の
發
展
を
助
長
し
れ
る
か
、
何
故
、
制
規
會
社 

を
相
俱
に
其
地
位
を
維
持
し
た
.る
か
を
說
明
す
る
。

■
此
株
式
會
社
の
組
織
は
資
本
に
對
す
る
新
路
を
開 

き
"
，資
本
使
用
の
支
配
に
對
し
有
效
な
る
方
法
を
確
保 

す
る
に
殛
め
て
便
宜
な
る
も
の< 
で
あ
つ
た
が
之
等
は
主

せ
す
し
て
寧
ろ
、
之
等
の
資
本
家
ど
諮
商
人
階
級
S
の
ミ
し
て
國
家
に
對
す
る
利
益
で
あ
る
。
個
人
的
役
资
者

I
1I
i
i \,

に
し
て
利
す
る
所
な
ぐ
ば

、
.挺き
に
む
て
其
資
財
を 

危

檢

に

楮

3
し

む

る

を

辦

べ

く

も

な

い

。
.、從

て

、

|

般 

迦

論

：の

上

か

ら

も

资

本

の

極

：め
ヤ
；
少

^

か

り

し

時

代
 

に

、

一

世

紀

半

以

上

の

間

も

ぃ

斯

る

資

本

め

，拨

軸

が

絕
 

ぇ

す

容

易

に

達

し

得

た

事

赏

は

斯

る

投

資

の

比

較

的

有
 

利
な
り
し
乙
ど
の
充
分

«

る
證
左
で
あ
る
。

!
'

へ:
株
式
會
祉
組
織
に
ょ
レ
て
行
は
れ
た
る
企
業
に
關
す 

る
比
較
的
芷
確
な
る
^l
l

a

は
殆
ど
全
べ
て
の
赏
耍
な
る 

火
企
業
に
得
ら
れ
、
其
結
果
£

し

て

、
沘
組
織
.が
一
般
的 

に
有
利
な
6
.
し
か
•か

決
せ
ら
る
>
の
で
あ
る
。
し
か
し
'
 

各
株
式
企
業
の
收
益
、
等
の
詳
細
に
就
て
ば
ス
コ
ツ
ト

:

が
科
學
的
叙
述
に
ぁ
ら
す
し
て
極
め
て
疑
ふ
可
き
文
書 

な
る
こ
^
:、
並
に
若
し
眞
に
处
炉
ら
し
め
ん
*か
た
め
.に 

は
其
®
體

を

硏

究

せ

，ら

れ

ざ

る
ベ
か
ら
ざ
る
こ
ど
を
認 

:
,
,め

ヤ

：
居

な

；
い

の
で
ぁ
る
マ
同
禪
の
他
の
場
合
に
於
け
る 

j•

が
如
く
、
動
因
の
問
題
が
發
生
す
る
。
比
較
的
®
要
.な 

る
文
書
の
大
多
數
は
®;
に
免
許
を
得
ん
t
す
る
特
權
會 

く
社
*
は
又
會
社
の
株
を
買
は
す
し
て
貿
易
に
參
加
せ
ん 

|
;.
'
€す
る
特
權
會
II
:
反
對
者
ょ
り
の
議
會
或
は
樞
密
院 

(
p
d
v
y

 

council)

，へ
の
請
願
迸
ょ
り
成
る
。
典
孰
れ
の 

| 

場
合
に
於
て
も

、
，或
特
笨
產
員
を
其
收

支

上

有

利

^

り 

.
V

し
て
示
す
は
、
策
ど
し
て
致
命
的
失
策
で
あ
つ
れ
の

见

本

書(Joht-stock 

C
o
m
p
a
n
y

 

to 

1
7
2
0
)

第
二
卷j

で
あ
，

C '

特
權
會
社
は
歎
®

の
形
式
に
て
請
願
す
れ
ば
、 

及
第
竺
卷
に
記
述
せ
る
所
な
る
を
以
て
玆
に
再
說
せ
ざ\

其
請
願
事
實
を
强
固
な
ら
し
^
べ
く
、
又
特
權
#
社
の 

る
減
ア
ダ
ム
■'
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
の
硏
|九
_ 

巴

反

對

者

も

亦

、
己
れ
が
得
ん
ど
す
る
事
業
を
繁
榮
な
る 

and 

Chronological 

u
in
>
&;s
.
o*
p
S.
&
9 Origin 

o
f

も
の
足
し
て
示
す
こ
ビ
を
な
さ
ぬ
。
蓋
し
、
若
し
®
功 

c
o
m
m
e
r
c
e

 (
1
7
6
4
)

に
據
れ
も
通
說
忙
同
じ
か
ら
ざ
る
せ
ん
か
何
等
か
の
大
負
擔

0
_
家
に
ょ
り
て
課
せ
ち
る 

を
茇
ふ
C
ア
ン
ダ
ー
ソ
シ
も
興
祖
述
者
も
、
：其

諸

論

據

：

べ
き
虞
れ
あ
る
が
故
で
あ
る
。.
從
て
> 
假
に
一
會
社
に 

.部
十
七
.泡

2
.四
：1
1

〕

.
雜

錄近世初肋の英

M

株
式
會
社
.
U對
す
る
スp

-ン

ト

の

觀

察

笫

ー

號

一

四

H



.
第

十

七

怨

(.1 

g
'r
a

y

雜

錄

近

冊

.“初

期

の

英

闽

株

式

會

沘

に

對

す

名

ス

づ

少

ト

の

觀

務

笫

一

號

一

四

四

關
す
る
各
諸
文
書
の
起
萆
の
.赏時には難境にありた社

.も
亦
成
功
し
た
も
の
ビ
取
は
れ
る
。

i

s

t:
i

i

s

i

l

!°:
f

管

て
 

J

l l
M

l'
l

p

i l
l l

t

:

斯

名

倾

向

の

奮

な

るJ'

例
ご
し
て
ロ
シ
ァ
會
社
を
，
當
る

)

一
I
W五
十
顧
の
象
牙
、大
跫
の
番
料
を
f

し
、
：
 

を
る
.に
"
其
總v

て
の
_
願
書
は
同
會
社
が
倒
5

危

|

其
後
數
離
間
は
多
額
の
衆
及
象
牙
の
類
が
微
ら
せ
ら
れ
- 

地
に
あ
る
を
示
す
も
荷
同
會
-I
1
:は」

H
年
以
上
も
蒋
輯
.

た
。：
口
シ
ァ
會
祉
に
っ
い
て
は
同
脅
社
外
の
英
國
商
人 

し

、

斯

る

長

き

時

期

に

：宜

:^
各
年
代
の
投
資
者
が
其
資
：|
等
が
一
五
五
八
年
ナ
ル
パ
港
が
«■
シ
ァ
領
t
な
り
し
を 

本
を
&
い
て
失
ひ
_

'^
ヒ
は
信
じ
難
い
所
'で
*
る
。

| 

?

し
て
ロ
シ
ァ
贸
隹
參
加
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な
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節
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